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文
教
の
ま
ち｣

西
原
の
教
育
の
発
展
を  

 

目
指
し
て　

｜
西
原
町
教
育
の
日
｜

　

学
校･

家
庭･

地
域･

行
政
が

一
体
と
な
り
幼
児
児
童
生
徒
の

学
力
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指

し
た
平
成
23
年
度｢

西
原
町
教
育

の
日｣

が
2
月
4
日
に
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
度
は
、｢

豊
か
な

人
間
性
と
確
か
な
学
力
を
形
成

す
る
に
は
地
域
ぐ
る
み
の
活
動

を
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か｣

を
研

究
主
題
に
し
、各
学
校
や
地
域
で

取
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

午
前
に
各
小
中
学
校
で
実
施

さ
れ
た
授
業
参
観
に
引
き
続
き

西
原
東
中
学
校
の
体
育
館
で
開

催
さ
れ
た
全
体
会
で
は
、
多
く
の

教
育
関
係
者
や
町
民
な
ど
が
参

加
し
、
実
践
発
表
や
講
演
会
を
聞

き
ま
し
た
。

　

西
原
南
幼
稚
園
は
、
園
児
の
感

性
や
表
現
力
の
向
上
と
想
像
性

を
育
む
こ
と
を
目
指
し
て
、
も

の
づ
く
り
の
取
組
み
な
ど
を
紹

介
。
西
原
東
小
学
校
か
ら
は
児

童
一
人
一
人
の
生
き
る
力
を
育

成
す
る
た
め
、
体
験
学
習
な
ど
の

実
践
を
発
表
し
ま
し
た
。
学
校

と
保
護
者
、
地
域
が
連
携
し
て

子
ど
も
た
ち
の
見
守
る
た
め
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く
た
め
に

結
成
さ
れ
た｢

C
A
T
西
原｣

の

取
組
み
を
紹
介
し
た
西
原
中
学

校
P
T
A
は
、
今
年
度
3
回
開

催
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
の
様
子
を

披
露
し
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、
琉
球
大
学
名
誉

教
授
の
矢
ケ
崎
克
馬
氏
を
講
師
に

招
き
、｢

放
射
能
と
わ
た
し
た
ち

の
く
ら
し｣

と
題
し
た
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
福
島
第
一
原
発
の

事
故
の
後
、
沖
縄
に
住
む
住
民
に

も
身
近
な
脅
威
と
な
る
「
内
部
被

爆
」
に
つ
い
て
説
明
。
放
射
性
物

質
が
吸
着
し
た
食
べ
物
な
ど
か
ら

体
内
が
被
爆
す
る
「
内
部
被
爆
」

は
、
沖
縄
で
も
起
こ
り
う
る
と
指

摘
し
、｢

『
食
べ
て
支
援
し
よ
う
』

と
か
『
食
品
選
別
は
風
評
被
害
』

と
い
う
発
想
は
危
険
な
考
え
。
人

の
命
を
守
る
た
め
に
何
が
大
切
か

を
考
え
る
こ
と
が
必
要
。｣

と
説

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、｢

国
民
が
被
爆
し
な
い

た
め
に
は
、
汚
染
ゼ
ロ
の
食
品
を

流
通
さ
せ
る
こ
と
。
そ
の
た
め
消

費
者
、
生
産
者
に
対
し
て
徹
底
し

た
保
護
を
行
う
べ
き｣

と
主
張
し

ま
し
た
。

教
育
実
践
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萩
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坂
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小
学
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伊
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上
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坂
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故
添
盛　

初
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西
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平
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美
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西
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恵
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西
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比
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育
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田
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政
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島
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鶴
美
（
西
原
南
小
学
校
）

　

宮
城　
　
　

周
（
西
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善
行
青
少
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個
人
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豊
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洋
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坂
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比
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み
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坂
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田
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雅
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坂
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向
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勇
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坂
田
小
学
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石
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さ
わ
の
（
坂
田
小
学
校
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宮
平　
　

琉
星
（
西
原
小
学
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吉
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晴
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西
原
小
学
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宮
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尚
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西
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小
学
校
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嘉
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力
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西
原
小
学
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武
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優
佳
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西
原
小
学
校
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伊
地
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凱
斗 （
西
原
東
小
学
校
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仲
宗
根　

永
豊 （
西
原
東
小
学
校
）

　

小
波
津　
　

葵 （
西
原
南
小
学
校
）

　

花
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琴
乃 （
西
原
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小
学
校
）

　

比
嘉　

百
合
香 （
西
原
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小
学
校
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上
間　
　

美
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西
原
南
小
学
校
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喜
屋
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秀
磨 （
西
原
南
小
学
校
）

　

小
波
津　

星
乃
（
西
原
中
学
校
）

　

新
川　

帆
南
美
（
西
原
東
中
学
校
）

善
行
青
少
年
（
団
体
）

　
ゆ
い
栽
培
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア（
西
原
東
中
学
校
）

青
少
年
育
成
功
労
者

（
個
人
の
部
）

　

小
波
津
ミ
エ
子
（
町
更
生
保
護
女
性
会
）

青
少
年
育
成
功
労
者

（
団
体
の
部
）

　

与
那
城
汗
っ
か
き
会

　

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル 

パ
ス
テ
ル

　

小
那
覇
青
年
会

　

う
な
ふ
ぁ
わ
ら
び 

あ
し
び
な
ー
塾

　

Ｎ
Ｇ
Ｏ　

Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ

ス
ポ
ー
ツ
活
動
優
良
者

（
個
人
の
小
学
校
の
部
）

坂
田
小
学
校

　

比
嘉　
　

花
梨　
（
空
手
）

　

佐
久
田　
　

陸　
（
空
手
）

　

城
間　
　

亮
太
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）

　

島
袋　
　
　

凛
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

比
嘉　
　

理
美
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
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河
村　
　

優
月
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

平
良　
　

咲
奈
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

仲
宗
根　
　

佑
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

石
橋　
　

咲
希
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

西
原
小
学
校

　

新
川　
　

雄
也
（
柔
道
）

　

喜
久
山　

彩
恵
（
な
ぎ
な
た
）

　

瀬
長　
　

桃
子
（
な
ぎ
な
た
）

　

宮
城　

奈
々
音
（
な
ぎ
な
た
）

　

友
利　
　

璃
南
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

　

與
那
嶺　

晃
大
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）

（
個
人
の
中
学
校
の
部
）

西
原
中
学
校

　

桃
原　
　
　

斎
（
陸
上
）

　

西
蔵
盛　

忠
臣
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

西
原
東
中
学
校

　

宮
城　

し
お
り
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

金
城　
　

秋
音
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

　

川
平　
　

菜
緒
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）

西
原
高
校

　

川
上　

麻
莉
亜
（
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
）

（
団
体
の
部
）

　

坂
田
キ
ッ
ズ　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ

　

西
原
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

　

西
原
東
ク
ラ
ブ
（
男
子
）

　

西
原
東
ク
ラ
ブ
（
女
子
）

　

西
原
東
中
学
校　

な
ぎ
な
た
部

　

西
原
高
校　

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　

西
原
高
校　

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

　

西
原
高
校　

女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

文
化
活
動
優
良
者

（
個
人
の
部
）

　

我
那
覇　

有
紀　
（
西
原
中
学
校
）

　

パ
ー
キ
ン
ス
理
央
（
西
原
東
中
学
校
）

（
団
体
の
部
）

　

西
原
小
学
校　

音
楽
部

　

西
原
高
校　
　

マ
ー
チ
ン
グ
バ
ン
ド

　

た
く
さ
ん
の
個
人
団
体
の
み
な
さ
ん
が

県
内
県
外
で
活
躍
し
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
方
々
へ
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

講演した矢ケ崎克馬氏

◆
西
原
町
教
育
の
日　

表
彰
者
の
み
な
さ
ん
（
敬
称
略
）

地震･津波への
備えを！

地震･津波への
備えを！ 西原町で、大規模な総合防災訓練を実施西原町で、大規模な総合防災訓練を実施西原町で、大規模な総合防災訓練を実施

　大きな地震と津波の発生を想定した ｢西原町総合防災訓練｣ が 2 月 15 日に実施され、保育園児・中学生
や地域住民などが参加し、避難訓練をはじめとした各種訓練を実施しました。この訓練は、地域、行政、関
係団体などが連携して実践的な訓練を行い、迅速、的確な応急活動を実施するとともに、防災に関する意識
向上を図ることを目的に行われました。
　訓練は午前 9 時に強い揺れの地震が発生して大津波警報が発令された想定で、町災害対策本部が避難勧告
を出しました。避難対象となった平園自治会の 3 班にあたる地域の住民、西原東中学校の生徒、愛和保育園
とさわふじ保育園の園児などがいっせいに避難を開始。避難所に指定されたサンエー西原シティでは、普段
は車が降りてくる屋外スロープを避難者が駆け足で次々と上がりました。参加者は 20 分ほどで屋上への避難
を完了。参加団体ごとに避難の報告を行った後、物資調達訓練として参加者にパンと水が配給されました。
　今回の避難訓練には 854 名が参加。保育園では保育士が乳幼児をワゴンに乗せ、スロープを上がる際には、
居合わせた中学生が一緒にワゴンを押す姿が見られ、地域や学校が協力して安全に避難していました。この
ような地域の住民や学校が一斉に参加し、本町と関係団体が連携して津波を想定した大規模な防災訓練を実
施するのは、西原町では初めての試みです。
　避難終了後は、東部消防組合の消防士による講習会や、町女性団体連絡協議会による被災時に女性が注意
すべきことについての講話が行われ、防災に関する知識を深めました。また、けが人を搬送する訓練として
ドクターヘリの出動が要請され、けが人を救急車からドクターヘリに引き渡すデモンストレーションが披露
されました。ヘリコプターが会場に到着すると、その迫力に園児や住民が釘付けになって訓練を見つめてい
ました。
　なお本町では、平成 24 年度に「西原町地域防災計画」を定める予定ですが、今回の防災訓練の内容を参考
に策定を進めることにしています。

　3 月 11 日 ( 日 ) に、｢西原町防災フォーラム｣ が開催されます。今回の防災訓練の内容や反省事項など
を取りまとめ、今後の防災の取組みに生かすために、フォーラムで訓練の総括を報告することにしてい
ます。本町のこれからの防災を考える機会になりますので、多くのみなさんのご参加をよろしくお願い
します。（フォーラムの詳細は 15 ページ）

防災訓練スナップ　2012.2.15

平園自治会･保育園･中学校から多くの方が参加、素早い行動で迅速な避難をすることができました。

物資配給訓練。参加者にパン
と水が配給されました。

AEDと心肺蘇生法の講習が行わ
れました。

けが人の搬送訓練のデモンスト
レーション。ドクターヘリが会
場に駆けつけ、けが人を搬送し
ました。

女性のための展示コーナーで、
西原東中の生徒が避難時の知識
を学びました。


